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背景と実験

結果

概要
本検討では、交流インピーダンス分光法を用いて屋外設置PVモジュー

ルのリーク電流回路を調査し、その電気絶縁回路特性を明らかにした。
多くの気象条件下で得たデータを解析した結果、交流等価回路モデル

には、従来の単純並列回路（抵抗素子 ||コンデンサ素子）とともに、
ワールブルグ・インピーダンス素子（イオン伝導素子）も存在すること
が明らかになった【パネル01～04 】 。
これらの素子特性の気象条件依存性は異なっており【パネル05～09 】、

抵抗特性はモジュール表面状態と深く関係するが、ワールブルグイン
ピーダンスとコンデンサの特性にはPVモジュール内部構成材の湿潤状態
も関係していた。これらから、乾湿両方の気象条件下におけるACイン
ピーダンスパラメーター特性を予測することができた【パネル10～12】。
これらは、電気的絶縁抵抗低下が関連するPVモジュールの性能低下や

安全リスクに関する懸念に対処する上での基盤的知見と考えられる。

Diurnal Trends: Representative diurnal trends of the estimated AC impedance 
parameters from the measured AC impedance data (large open symbols) and those 
predicted from the meteorological data and Tmod (thick curves).
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